
放射性廃棄物の処理処分に関する研究・製品

放射性廃棄物の処理・処分をセメント系材料を用いて実施した場合の各種
調査・試験・評価等の受託研究を通じて、より安全な処分を可能としています。
さらに原子力発電所の解体に伴い発生する大量のコンクリートの有効利用に
関しても取り組んでいます。

放射性廃棄物
処理・処分に関する研究
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当社の評価研究

●発生場所（処理） ●廃棄物の処分

●処分概念の検討研究（セメント化学関連）

●廃棄物の処理研究（セメント系材料）

●解体コンクリートのリサイクルに関する研究（コンクリート関連）

低レベル ： ３m 以上の覆土

余裕深度 ：地下５０〜１００m

地層処分

（高レベルと TRU の一部） ：

地下３００m より深い地層

原子力発電所

再処理工場

お問い合せはこちら

https://www.taiheiyo-c.co.jp

TEL：03-6630-3811 または、
当社ホームページ【お問い合わせ】
から、ご連絡ください。
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処理概念の検討研究

解体コンクリートのリサイクルに関する調査研究

放射性廃棄物を固定化し、漏洩を抑制するバリアとし

ての性能が期待されるセメント系材料のベントナイトと

の長期にわたる相互作用に関する研究です。廃棄物

処分のセメント系材料の長期にわたる安全性を評価

する技術を提案いたします。

廃棄物の処理研究

模擬廃棄物を利用し、放射性廃棄物のセメント固化に

関する研究を行っています。

発電所や再処理工程で発生する各種塩類 ・廃液 ・

焼却灰 ・廃樹脂などの固化条件の最適化、重金属な

どの微量成分の影響、好適な固化材の選定、廃棄物

充填量と固化体特性の関係の把握、 などをビーカー

スケールからドラム缶サイズで検討します。

原子力施設の廃炉、 その他施設の解体等で大量に発生する解体コンクリートより再生骨材を

回収し、 繰り返しコンクリート用骨材として循環利用する方法をご提案します。再生骨材の試製

およびキャラクタリゼーション、再生コンクリートの調合設計、副産微粉の利用検討など、コンク

リートリサイクル事業のコンサルティングが当社の仕事です。

● 再生骨材 ● キャラクタリゼーションの
　一例（断面観察）

再生細骨材

再生骨材製造

原子力発電所

資源循環利用

再生コンクリート
再生粗骨材
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